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１　事業の概況報告

画計施実業事と針方本基№

(1) 第二次事業推進五か年計画の目標達成のための事業推進と次期計画の検討

　第二次事業推進五か年計画に基づき、着実な事業運営を実施するとともに現在の課
　題を整理し近隣市の計画を踏まえて次期事業計画を検討

(2) センターの運営力の向上と自主運営の促進

　ア　会員の意見聴取とお客様の苦情対応の迅速化

　イ　情報の共有化による課題解決力の向上

　ウ　各種研修会への参加と行政との連携を密にし、センターの体質強化の推進

　エ　適正就業ガイドラインを遵守し、適正な就業の確保

(3) 各委員会の活発化と各種課題の解決

　ア　総務委員会の開催と討議による課題の解決

　　・運営に関する企画及び提起された重点課題の解決

　　・女性会員の拡大に向けた女性理事の積極的な登用の推進

　　・清掃活動等のボランティア活動の充実

　イ　安全就業推進委員会の開催による安全な就業の確立

　　・事故事例を全会員に周知徹底し、再発防止策の検討

　　・職場パトロールの継続と現地指導の徹底

　　・各種安全講習会の実施による安全意識の高揚

　ウ　普及啓発委員会の開催による効果的な情報発信

　　・広報誌への掲載やチラシ配布等による認知度の向上

　　・会員確保（特に女性会員）のためのＰＲの強化
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実 施 事 項

・３３項目の事業実施計画に基づき、各委員会で内容を検討し、事業の推進を行った。
　また、会員数の増加と女性会員比率の向上を重点目標とした第三次事業推進五か年計画
　を策定した。

・会員からの提案やお客様からの意見に対して、迅速に対応した。
・お客様からの苦情に対しては、担当者と就業会員で改善を図った。

・会報誌「きらめき」やチラシ、ホームページ等で全会員に情報提供および共有を図った。

・全シ連合会主催の業務担当者研修会に参加した。（７月、１０月）
・市の担当者と定期的に打合せを行い、センターの改善に努めた。

・ガイドラインに基づいて、請負、派遣などで高齢者の適正な就業の確保に努めた。

・三河ブロック主催の研修会「三河会」に参加し、意見交換会を実施した。(２月）

・女性理事の継続登用を行い、理事における女性の割合４割を維持した。

・交通安全立哨ボランティア活動を実施した。（７月、１２月）
・清掃ボランティア活動を実施した。（９月）

・会報誌「きらめき」４号に事故事例を掲載し会員に周知徹底を図るとともに再発防止に
　努めたことにより、事故件数が減少した。

・就業先への安全パトロールによる現地指導を８回実施し、安全管理の徹底を図った。
　（５月、６月、７月、８月、１０月、１１月、１２月、２月）

・接遇・マナー講習会　　　　　　　　　　（１月　４４人参加）
・交通安全講習会　　　　　　　　　　　　（２月　４５名参加）
・自転車安全運転講習会　　　　　　　　　（３月　２１名参加）
　【熱中症予防講習会、自動車安全運転講習会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
　ため開催中止】

・広報誌「シルバーだよりかりや」を継続発行した。（７月、１月）
・独自事業の竹細工同好会「門松製作」、手仕事屋さくら「マスク製作」、センターの
 「入会説明会」がケーブルテレビ「KATCH」の取材を受け、番組放送された。
　【広報活動を予定していた福祉健康フェスティバル、産業まつりが新型コロナウイル
　ス感染症拡大防止のため中止された】

・ハローワーク刈谷に管内５市共同製作の「会員募集チラシ」を設置した。
・広報誌「市民だより６月１日号」に「手仕事屋さくら」の活動記事が掲載された。
・広報誌「市民だより３月１日号」に「会員募集」の記事を掲載した。
・「一人一会員入会運動」チラシを全会員に配布した。（年２回配布　紹介実績１７人）
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画計施実業事と針方本基№
　　・女性会員確保のため女性会の活動の充実

　　・ホームページの内容充実による発信力の強化

　　・公共施設での入会相談会の充実

（4）質の高い就業を通じた地域社会への貢献と就業先の拡大

　ア　「笑顔で挨拶、親切な説明、丁寧な仕事、安全作業、納期遵守」による顧客満
　　　足度の向上

　イ　シルバー派遣事業の拡充や新規事業の開拓

（5）会員の就業意欲を把握し公平な就業機会の提供

　ア　入会の際に会員の適正を把握し、能力に合った就業の提供

　イ　就業規約運用基準の周知と適正な執行

　ウ　待機会員の入会検討と入会の促進

（6）会員の安全就業の推進

　ア　会員の安全就業意識向上のための普及啓発の実施

　イ　会員の健康診断受診奨励等による健康管理の推進

　ウ　交通事故防止を図るため会員の安全意識高揚を図る

(7) 講習会の実施による仕事の質の向上と新規会員の入会促進

　ア　市民を対象にした剪定等の講習会に加え、愛知県シルバー人材センター連合会
　　　と共催で講習会を開催し、新たな会員の確保

　イ　マナー講習会を開催し、好印象を与える接客でお客様との絆の強化

　ウ　健康講習会を開催し、身体の機能維持を図り、就業途上や就業中の事故防止を
　　　推進

(8) 受託事業及び指定管理業務の確実な遂行による信頼の確保

　ア　高齢者ふとん乾燥・消毒事業などを通じた市民へのサービス向上

　イ　生きがいセンター指定管理業務を通じた市民へのサービスと交流の促進
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実 施 事 項
・「女性会」を開催し、女性会員確保のためのイベント開催準備など活動内容について
  検討を行った。

・ホームページにイベント等のお知らせを随時掲載し、内容充実に努めた。

【「出張　おしごと相談会」は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止】

・接遇・マナー講習会や刈払い機講習会を開催した。

・新規就業先の開拓
　大学内での交通対策巡視業務、マンション管理業務、事業所等の清掃（請負）
　高齢者サポートマンションでの食事の盛り付け及び食器の洗浄業務、スーパーでのカート
　回収及びリサイクル回収業務、スーパーでの早朝の鍵開け・検品業務、ゴルフ練習場での
  ボール拾い（派遣業務）
　国税調査調査員（有料職業紹介事業）

・入会の際に面談を行い、会員の経歴や特技、希望の業務を確認し、仕事の紹介を行った。

・ワークシェアリング就業に努め、会員の就業機会の創出を行った。

・５年の適正就業で空きの出る４月と１０月に、すべての待機会員に仕事の紹介を行った。
・人手の足りない清掃や草取り、派遣業務の仕事について積極的に勧誘を行った。

・各職群班会議を開催し、会員の意見を聴き、職場内の情報共有、意識改善に努めた。
（剪定　１回）、（カート回収　５回）、（食事の配膳　２回）

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の啓発を行ったほか、手指消毒用アルコールを設置し
　た。

・交通安全講習会（２月　４５人参加）、自転車安全運転講習会（３月　２１人参加）を開
　催し、安全意識の高揚を図った。

・愛知県シルバー人材センターと共催で刈払い機講習会を開催し、新たな会員の確保に努め
　た。

・外部講師による「接遇・マナー」講習会を開催した。（１月 ４４人参加）

【健康体操講習会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止】

・高齢者ふとん乾燥事業を刈谷市から受託した。　　　（２５９件）
・家具転倒防止器具取付事業を刈谷市から受託した。　（　　４件）

・施設の管理運営を刈谷市から受託し、適正に行った。
・９講座１３教室の高齢者市民講座を開催した。　 　（延１，７０１人受講）
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